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概要： 本稿では，2015 年度の学認連携Moodle と倫倫姫プロジェクトのアップデートを

報告する．学認連携Moodleの受講履歴取得時のパフォーマンスを改善するため，「倫倫姫」

の SCO(Sharable Content Object) 構造は変えずに，「総合テスト」を分離し小テスト化

し，Moodleの利用制限 (Conditional Activities)機能により，全コンテンツを受講しなけ

れば「総合テスト」を受験できないような運用変更を実施した．これにより，システム上は

コンテンツ内容を全て提示することを徹底するとともに，受講記録の取得を迅速に行えるよ

うになった．学認連携Moodle，「倫倫姫と学ぼう！情報倫理」は，京都大学，群馬大学，国

立高専をはじめとする 102 機関から利用され，日本における情報倫理教育の標準化と可視

化，多言語化を目指す取り組みを実践することができた．加えて，アリバイ作りになりがち

な eラーニングを，より実効性のあるものにするとともに，受講記録の取得におけるシステ

ムのパフォーマンス改善を行うことができた．学認連携 Moodle と「倫倫姫と学ぼう！情

報倫理」は運用開始フェーズから 3年が経過し，サービスとしての安定性を追求する時期と

なっている．今後の利用拡大を見越し，システム運用ポリシーを明確に定める必要がある．
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1 はじめに

大学教育を充実させるため LMS の利用が一般的

になっている [1, 2]．加えて，標準化された一定の内

容を学生等が時間の制約を受けずに学習するといっ

た授業外の研修などに LMS は有効である．とりわ

け，学生等の前提知識が個人ごとに異なる情報倫理/

情報セキュリティに関する教育について，LMSによ

る eラーニングは一定の意義があるものと考えられ

る．筆者らはこれまで (1) 標準化と可視化 (2) 多言

語化 (3) 持続可能性の追求を行った，情報倫理教育

コンテンツ「倫倫姫」の開発と「学認連携Moodle」

上での運用を行っており，社会情勢や法律に合わせ

継続的な改訂を重ねてきた．

しかしながら，LMS による e ラーニングはコン

テンツや運用を工夫しなければ，単なるクリック作

業に終わってしまうという問題点が指摘されており

[3]，どのように学習を徹底させるかが課題となって

いる．また，これまでの運用経験から，学習履歴など

の取得にはそれなりのシステム負荷が発生し LMS

そのものの動作に影響しかねないことも分かってお

り，システムリソースに限界がある場合にはコンテ

ンツや運用の工夫が必要となっている．

本研究の目的は，利用が拡大する学認連携Moodle

において，学習を徹底させる工夫を行うとともに，

学習履歴取得のシステム負荷を軽減する運用上の改

善を実施することを通じ，大学における情報倫理教

育を改善することである．また本論文の目的は，実

運用を通じたその成果を報告することである．

以下，2 節で倫倫姫プロジェクトの概要，3 節で学

認連携 Moodle の運用と 2015 年度の改善点につい

て述べ，4 節で改善点に関するユーザからのフィー

ドバックを含め報告し，5 節で考察を行い，6 節で全

体をまとめる．

2 倫倫姫プロジェクトの概要

本プロジェクトのこれまでは図 1 にまとめられ，

前述の 3つのモチベーションでコンテンツ開発と運

用を行ってきた．

(1)標準化と可視化については，国立情報学研究所

ネットワーク運営・連携本部国立大学法人等におけ

る情報セキュリティポリシー策定作業部会，電子情

報通信学会ネットワーク運用ガイドライン検討ワー

キンググループが作成した「高等教育機関の情報セ

キュリティ対策のためのサンプル規程集」[4] (以下

サンプル規程集) の「A3301 教育テキスト作成ガイ

ドライン (一般利用者向け) 」に準拠することによ

り，内容の標準化と質の保証を実現した. すなわち，

教育内容の再定義をすることなくコンテンツの制作

に注力できた.また，LMSのレポート機能を活用す

ることにより，学認参加機関別の受講履歴をダウン

ロードする機能を学認連携Moodle側に実装した．



図 1 倫倫姫プロジェクトのこれまでの活動
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図 2 コンテンツの構成 (日本語).

(2) 多言語化については，これまで「倫倫姫」英

語，中国語，韓国語版を提供しており [5, 6, 7]，すべ

て学認連携Moodleで利用できる.

(3) 持続可能性の追求については，SCORM の各

オブジェクトごとの修正が可能である．これまで毎

年新しいインシデントや法律の改正に追従してきた．

たとえば 2010 年 3 月には，速度超過の状態で運転

中の 2 輪車のスピードメーターを撮影した動画を投

稿サイトにアップロードして逮捕された事件を，第

5 章の「身近な事例」として追加した (図 4)．また，

2014 年度には改正された著作権に関する法律が施

行されたのを受け，リッピング違法化，違法ダウン

ロード刑罰化に関する内容を盛り込んだ．また，タ

ブレット端末の普及に合わせ，2014年 4月に日本語

版のみ HTML5に刷新した．

コンテンツの重要な部分を占めるのがナレーショ

ンである．「倫倫姫」のナレーション作成には音声

合成ソフトウェアが採用されている．これは，メン

テナンス性すなわち持続可能性を重視した結果であ

り，VOCALOID をはじめとする歌声音源/合成ソ

図 3 危険度チェック (韓国語) の例. 注吉が大切

な部分で登場する.

フトウェアの普及，音声合成による公共交通機関や

コンタクトセンターのアナウンスの実施という社会

情勢にも合致したものである．

コンテンツは図 2に示す 10 の章と総合テストで

構成され，各章は動画と音声合成によるナレーショ

ンと字幕からなり，次のように進んでいく.

危険度チェック 問題意識を持つためのクイズ (図 3)

身近な事例 情報セキュリティインシデントの事例を

ドラマ仕立てで紹介 (図 4)

基礎知識を学ぼう 事例に関連した情報倫理ならびに

セキュリティの基礎事項の解説 (図 5)

ミニクイズ 章全体の復習 (図 6)

3 学認連携Moodleの運用と改善

「学認連携 Moodle 講習サイト」(図 7) は 2012 年

9 月より運用を開始した. 本サイトは，NII の VM

基盤を利用した単一サーバでの運用となっており詳

細には表 1 の通りである. 本サイトは学認参加機関

が利用することを意識した次のカスタマイズを行っ

ている [8, 9].



図 4 身近な事例 (英語) の例. オートバイを法令

違反になる速度で運転し, 自分でスピードメーター

を撮影した動画を動画共有サイトに掲載し逮捕さ

れた実例をもとにしている.

図 5 基礎知識を学ぼう (中国語) の例. 倫倫姫が

音声つきでわかりやすく解説する．技術的内容は

「身近な事例」の後に来るよう配慮している.

図 6 ミニクイズ (日本語) の例. 大切なシーンで

は倫倫姫のペットの「注吉」が登場する.

表 1 学認連携 Moodle 講習サイトのシステムリ

ソース (2015年 9月 5日現在)

CPU Intel(R) Xeon(R) CPU L5520 @ 2.27GHz

RAM 16GB

OS CentOS 5.11

Web Apache httpd 2.2.3

DB MySQL 5.5.37

PHP PHP 5.4.27

LMS Moodle 2.6.10 (Build:20150310)

図 7 学認連携 Moodle 講習サイト. NIIの犬キャ

ラ・情報犬をロゴ位置に配置している.

• 学認連携により「倫倫姫」コンテンツを学内
ID による認証で利用できる (共通コース)

– 各機関からは所属機関名以外の情報は送

出されず，eduPersonTargetedID をユー

ザ ID とする仮名化がなされている*1

• 独自コンテンツ (必須コース) を登録できる

• 機関ごとの仮名化受講記録を取得できる
– 受講記録を学内 ID に対応づける「ユー

ザ適合ツール」を提供している

「倫倫姫」は SCORM，Sharable Content Object

Reference Model（共有可能なコンテンツオブジェ

クト参照モデル）と呼ばれる，e ラーニングにおけ

る共通化のための標準規格に準拠しており，各オブ

ジェクトは HTMLや mp3，それらの構造を列挙し

た imsmanifest.xml から構成される．一方，学認連

携Moodleに受講履歴取得時のパフォーマンスに問

題があることが指摘され，調査の結果，受講履歴取

得時にはユーザ数と SCORM パッケージの章立て

に依存した多数のクエリがMoodleからデータベー

スに対し発行され，高いシステム負荷を招いている

ことが分かった．

この問題を解決するため，「倫倫姫」の SCO構造

は変えずに，「総合テスト」を分離し小テスト化し，

*1 https://upki-portal.nii.ac.jp/docs/fed/

technical/attribute/eduPersonTargetedID

https://upki-portal.nii.ac.jp/docs/fed/technical/attribute/eduPersonTargetedID
https://upki-portal.nii.ac.jp/docs/fed/technical/attribute/eduPersonTargetedID


図 8 学認連携Moodleの SCORMモジュールの

受講履歴確認画面. この取得にひじょうに時間がか

かることが課題となっていた.

Moodleの利用制限 (Conditional Activities)機能に

より，全コンテンツを受講しなければ「総合テスト」

を受験できないようにすることとした．「倫倫姫」の

場合，82SCOからなっており，「総合テスト」に対応

するのは最後の 2SCO である (図 8)．したがって，

2SCOを削除し内容を切り出せば良いと考えられる

が，動作テストの結果，SCO を削除すると，その

SCOの過去の受講記録，つまりこの場合総合テスト

の点数が削除されてしまうことが判明した．

そこで，過去の受講記録を保全するため，SCOの

削除は行わず，削除すべき 2SCOの内容変更を行っ

た．具体的には，2SCO はそれぞれ総合テストの受

験方法と試験範囲を受講生に提示するもの，全コン

テンツを受講していなければ総合テストは受験でき

ない旨を再度確認させる内容の「ダミー」とした．

これらの変更は 2015 年 4 月から反映された．こ

のことにより，受講生は全ての SCOを閲覧しなけれ

ばならない動機づけを得ることとなった．加えて，

学認連携Moodle利用大学等の管理者が定期的に行

う，受講記録の確認についても，「総合テスト」すな

わち小テストの受講記録のみを確認すればよくなり，

それまで 82SCO の詳細な記録を取得するために時

間がかかっていた問題を解消することができた．

4 改善のフィードバック

図 9 に，2013 年 9 月以降の，学認連携 Moodle

のログイン数，ユニークログイン数を示す．2015年

9月 5日現在の利用機関は 102(うち国公立大学 32，

私立大学 15，国立高専 52，その他 3)総ログイン数

90,283，ユニークユーザ数は 27,840名であり，利用

機関の増加と利用機関の受講プロモーションや受講

締切がログイン数に反映されていると推察できる．

京都大学では留学生を含めた全新入生への受講プ

ロモーションを行っており，2013年度は 78%，2014

年度は 81%，2015 年度は 85.5% の学部，大学院新

入生が受講を完了した (図 11)．国立高専では 2014

年度に高専機構と全 51 高専の学認参加が完了し，

図 9 学認連携 Moodle のログイン数. 繁忙期と

そうでない時期がはっきり分かれていることが分

かる.

図 10 2014 年度の学認連携 Moodle サーバの

CPU 負荷．例年 4 月末を受講期限とする京都大

学，9月末を期限とした高専機構の利用が負荷の原

因となったと思われる．

「倫倫姫と学ぼう！情報倫理」の全教職員 7,084名の

2014年 9月末までの受講を必須とした．この期間に

おける学認連携 Moodleの一日ごとの平均システム

負荷を図 9 に示す．京都大学の利用による負荷が 4

月末から 5月はじめに認められるものの，高専機構

の利用による非常に高い負荷が 2014 年 9 月末に観

測されている（実際，9月末には実質的にはシステム

を利用することが困難となっていた）．これを受け，

学認連携MoodleではWebサーバのプロセス生成の

改善，MySQLが利用可能なメモリの最適化を行い，

パフォーマンスの改善を図った．具体的には、Web

サーバの子プロセスを生成する処理でスワップが

起こらないよう、httpd.conf において StartServers,

MinSpareServers, MaxSpareServer の値を同一かつ

メモリ量に応じた値とした。

9 月末の高負荷を受け，高専機構では本講習の受

講期限を 10 月末まで延長したため利用が継続する

こととなったが，学認連携Moodleは 10月末までの

利用に耐えることができた．



図 11 京都大学における小テストの分離を行った

2015 年度と変更前の 2014 年度の受講率の比較.

小テストの分離の因果は不明であるが受講率が上

がっている部局が多数であることが分かる.

図 12 2015 年度の学認連携 Moodle サーバの

CPU負荷．例年 4月末を受講期限の京都大学から

のアクセスによる負荷が 2014年のそれと比較して

大幅に増加している．

一方，図 12に示す 2014年 10月以降のシステム

負荷から，2015 年 4 月から行った，利用制限機能

による全コンテンツの受講徹底は，例年 4～5 月の

システム負荷をさらに高めていることが分かる．実

際，京都大学情報セキュリティ対策室には，学認連

携Moodleの受講中のシステム応答のパフォーマン

スが低いとの苦情が寄せられている (ログ取得の負

荷は明示的に表われていないていどになっている)．

5 考察

本研究の目的は，利用が拡大する学認連携Moodle

において，学習を徹底させる工夫を行うとともに，

学習履歴取得のシステム負荷を軽減する運用上の改

善を実施することを通じ，大学における情報倫理教

育を改善することである．また本論文の目的は，実

運用を通じたその成果を報告することである．

本研究の成果である学認連携Moodle，「倫倫姫と

学ぼう！情報倫理」は，京都大学，群馬大学，国立高

専をはじめとする 102機関から利用され，日本にお

ける情報倫理教育の標準化と可視化，多言語化を目

指す取り組みを実践することができた．加えて，ア

リバイ作りになりがちな eラーニングを，より実効

性のあるものにするとともに，受講記録の取得にお

けるシステムのパフォーマンス改善を行うことがで

きた．

2014年度まではコンテンツ内容の受講状況とは関

係なく「総合テスト」を受験することが可能となって

おり，受講者の間には，「総合テストさえ合格してい

れば良い」という考えがあったと思われる．これに

対し，2015年度は本 eラーニングをより実効性のあ

るものにするため，かつ各大学の管理者の利便性を

高めるための運用上の工夫を行ったが，結果的に受

講者の不満となるほどシステム負荷が高くなってし

まった．この原因は主に，3年間，20,000ユーザー

以上，82SCOの受講履歴を保存していることと考え

られる．この問題は受講時や受講履歴の取得だけで

なく，SCORMパッケージの更新時にも顕在化する

ため，運用ポリシーとして，毎年コースのリセット

を行うことが必須である．

今後も，ICTの進歩や情報セキュリティポリシー

関連規程の改訂にあわせ，コンテンツの継続的な改

善を進めていく．改善のためには受講者の動向を分

析することが最も有用であるとの考えから，LMSの

システムログや受講履歴の分析を進め，コンテンツ

の改善につなげることを今後の課題とする．

学認連携Moodleと「倫倫姫と学ぼう！情報倫理」

は運用開始フェーズから 3年が経過し，サービスと

しての安定性を追求する時期となっている．今後の

利用拡大を見越し，システム運用ポリシーを明確に

定める必要がある．

6 おわりに

SCORMパッケージとなっている「倫倫姫」コン

テンツの SCO構造は変えずに，「総合テスト」を分離

し小テスト化し，Moodle の利用制限 (Conditional

Activities)機能により，全コンテンツを受講しなけ

れば「総合テスト」を受験できないようにした．こ

れにより，システム上はコンテンツ内容を全て提示

することを徹底するとともに，受講記録の取得を迅

速に行えるようになった．

本研究の成果である学認連携Moodle，「倫倫姫と

学ぼう！情報倫理」は，京都大学，群馬大学，国立高

専をはじめとする 102機関から利用され，日本にお

ける情報倫理教育の標準化と可視化，多言語化を目

指す取り組みを実践することができた．加えて，ア

リバイ作りになりがちな eラーニングを，より実効

性のあるものにするとともに，受講記録の取得にお



けるシステムのパフォーマンス改善を行うことがで

きた．

結論として，本研究から得られた知見を以下に列

挙する．(1)大学における情報倫理教育には，その内

容の標準化とともに，eラーニングの採用が改善のた

めのソリューションになり得る．(2) 日本への留学

生は日本語指向が強いとはいえ，教育の多言語化は

避けて通れないためこのような教材には一定の需要

がある．(3)eラーニングを提供するプラットフォー

ムである LMS の運用にはパフォーマンスのボトル

ネックが複数存在し，多人数での同時利用，データ

ベースへの多数のクエリが発生する時にそれが顕在

化するため，十分なリソースと検討が必要である．
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